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公益信託世田谷まちづくりファンド 

第２０回助成事業  審査講評 

 

はじめの一歩部門 

 
【部門全体講評】 

 

＜運営委員長 土肥真人＞ 

 

公開審査会に先立つ運営委員会での慎重な書面審査の結果、7 件全てが助成対象グループとなり

ました。おめでとうございます。皆さんの一歩が世田谷のまちに刻まれることは、確実にこのまち

の暮らしを豊かにするものです。どうぞ皆さんのアイディアを実現してください。一年後の活動報

告会を心から楽しみにしています。どうぞ楽しみながら、がんばってください。 

 

 

 

＜運営委員 部門全体講評＞ 

 

はじめの一歩部門は、金額としては大きな支援ではないですが、この支援を通じて、活動が一歩

前進すること、この支援先のグループに入っていただき、お互いに交流する機会を得るということ

を通じて、みなさんのまちづくりへの想いが一歩具体化するということが大切だと思っています。

この次のステップとして、活動助成につながる活動が生まれることを期待しています。 

 

 

 

公開審査会で活動の概要を紹介してもらいましたが、カレーマンを含め、若い方が何人もいて活

気がありました。若い人の発想、ベテランの発想でまちづくりへの一歩を踏み出されたことを大変

うれしく思います。いい成果をあげて、次年度以降につなげていただくことを期待しています。 

 

 

 

情報が十分ではないので、団体ごとのコメントはひかえます。今までの傾向を見ているとはじめ

の一歩から、まちづくり活動部門につながる活動が多いようです。運営委員としては、このような

活動をできるだけ支援したいと思っています。検討の段階ではそこまでは十分にはわかりませんが、

交流会等を通して情報交換をしていきたいと思います。 
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【各応募グループ講評】 

 

＜０－１ (特非)日本防災士会世田谷支部＞ 

・先日の災害対策・復興まちづくり部門では残念でしたが、はじめの一歩部門での再チャレンジ

ありがとうございます。助成金はいつまでも続くものではありませんから、漫然と活動される

のではなく、助成金のあるうちに防災士以外の多くの人々を巻き込む仕掛けにチャレンジして

みるなど、次の活動の展開をご検討いただければ幸いです。 

 

・昨年の大災害を経験した市民の方々に、防災施設の見学や消火訓練などを通して、現実の災害

に対する意識を喚起し、防災力の向上を図ることは、喫緊の課題と思います。 

 

・一般市民の防災力の向上にむけての具体的な工夫が応募用紙を通してもっと伝わってくるとよ

り良かったです。既存の地域防災の枠組みを超え、誰もが気軽に参加して意見交換ができるよ

うな基盤を徐々につくっていく必要を感じています。どうぞよろしくお願い致します。 

 

 

＜０－２ ヨガ・ヒーラー・アソシエイツ＞ 

・はじめの一歩部門の申請、ありがとうございます。健康増進の手法としての高齢者向けのヨガ

は各所でニーズがあると思います。自分たちだけで完結するのではなく、申請書にもあるよう

な、地域共生のいえに出向いての実施など、ぜひ色々なグループとの関係づくりを積極的に進

められることを期待します。頑張ってください！ 

 

・ヨガで心身の健康を図るだけでは、個人的な活動ですが、そこからコミュニティへの参加が始

まり、地域づくりに繋がる・・・地域健康増進のいえを目指しましょう。 

 

・「地域共生の健康ハウス」構想はとても楽しみです。教える側、教えられる側に分かれずコミ

ュニティーをみんなでつくっていけるよう、方向づけられればよいと思います。楽しみにして

います。 

 

 

＜０－３ 無職ＦＥＳ実行委員会＞ 

・はじめの一歩部門の申請、ありがとうございます。若い人たち中心による活動であること、そ

して活動の主旨だけでなく、取り組む課題、活動そのものについても、とてもユニークで興味

深く感じています。地道にぜひ活動を続けていただき、大きなブレイクスルーにつながること

を期待しています。頑張ってください！ 

 

・失業した若者の就労支援のためのイベントが、地域コミュニティと繋がる場となり、若者によ
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る新たなソーシャルビジネスが生まれることを期待しています。 

 

・応募用紙を読ませていただき、すごいな、と思いました。無職ＦＥＳもさることながら、さま

ざまなイベントが生まれてきているのですね。大きな問題に取り組むこの活動が、より多くの

人に知られて、就労支援につながるよう願っています。 

 

 

＜０－４ スマイルプラネット＞ 

・はじめの一歩部門の申請、ありがとうございます。被災地支援と国際交流というテーマをうま

くつなげており、地道ながらも大変好感が持てます。ぜひイベント出展以外にも活動を広げて

いただき、もし活動がうまく広がるようでしたら、来年度以降、災害対策・復興まちづくり部

門での申請も考えてみてはいかがでしょうか。 

 

・こどもたちを笑顔にするブースの出展を通して、国際交流と被災地支援がどのように行われ、

世田谷の商店街などと、どのような繋がりが生まれるかを期待しています。 

 

・「子どもたちを笑顔にする」というテーマで国際交流と被災地支援を、とイベントでのブース

出展をされるということですが、ブースから何かが生まれていくことを楽しみにさせていただ

きます。 

 

 

＜０－５ 下北沢カレー王座決定戦実行委員会＞ 

・はじめの一歩部門の申請、ありがとうございます。カレーはみんなが知っている食べ物であり、

かつ下北沢ではまだ大きなフードイベントがないという着眼点がとてもすばらしいと思いま

す。今回の助成をきっかけに、ぜひ商店街・地域全体をまきこんだイベントに広がっていくこ

とを期待しています（カレーマンの活躍も！）。 

 

・下北沢をカレーでブランディングしよう・・・との意気込みは、確実に伝わりました。紙皿な

どの消耗品は受益者負担にして、さらにコンテンツを増やしましょう。 

 

・カレーマン、黄色くて華麗でした！ファンとなり、応援させていただきます！下北沢の新たな

名物になりそうですね。楽しみです。 

 

 

＜０－６ カタクリの会＞ 

・はじめの一歩部門の申請、ありがとうございます。トラストまちづくり大学の方がこうして実

際の活動の一歩を踏み出されることをうれしく思います。活動を通じて、小坂邸のことを多く

の方々に知ってもらえるとよいなと思います。最初は大変かもしれませんが、無理をせず、細
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く長く続けられる道を探ってみてください。期待しています！ 

 

・来園者への生け花体験の場として、旧小坂家住宅や庭園を活用する事を通して、他の文化財庭

園にも美の光景を広げて、世田谷から日本文化を発信しましょう。 

 

・瀬田 4丁目緑地での五節句の生け花。 素敵な小坂邸で日本文化を楽しむ輪が広がりますよう

に。小坂邸にはカタクリの自生地がありましたね。会の名前も素敵だと思います。 

 

 

＜０－７ 椎の木のしいのみたち＞ 

・はじめの一歩部門の申請、ありがとうございます。地域共生のいえを盛り上げるには、ハード

的な雰囲気もさることながら、やはりそこを利用される方々の活動が大きく影響してくると思

います。こうした地道な活動を続けていただくことで、まさに地域共生のいえが地域のものに

なっていくことを期待しています。頑張ってください！ 

 

・高齢化する地域の中で、高齢者施設における大学生との交流は、若者の参画によるコミュニテ

ィづくりのきっかけとして、地域に拡がることを期待しています。 

 

・「地域共生のいえ『椎の木』」すご腕のトラストまちづくり大学修了生と、元気な大学生のコラ

ボで楽しくひろがっていきそうです。とても期待しています。 


